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会  議  録 

会 議 名 第２８期小金井市公民館企画実行委員の会議 第１０回 

事 務 局 公民館貫井南分館 

開 催 日 時 令和７年５月７日（水）午前１０時～１１時２０分 

開 催 場 所 公民館貫井南分館学習室Ｃ 

出 席 委 員 
大木健至委員、齊藤美恵子委員、鈴木民子委員 

根岸和幸委員、持田良子委員、山下寛委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 八方浩之主査、伊藤修主事 

傍 聴 の 可 否  可 
傍聴者

数 
 なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

 

 

会 議 次 第 １ 公民館運営審議会（３月１９日開催）の報告 

２ 令和７年度貫井南センターまつりについて（進捗状況） 

  ・展示部門から 

  ・イベント部門から 

  ・その他 

２ 各講座の計画 

【計 画】 

  〇成人学校「シニア向け転倒予防 筋トレ教室」 

３ その他 

 次回の日程 令和７年６月３日（火）午前１０時～ 

                     学習室Ｂ 
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審議経過（主な発言要旨等） 

 

令和７年４月１日付公民館人事異動について 

 鈴木館長から異動の挨拶 

 

１ 公民館運営審議会（３月１９日開催）の報告 

  １ 第１２回公民館運営審議会の議事録の承認について 

   事前に事務局より送付された会議録について、各委員から承認された。 

２ 報告事項 

⑴ 東京都公民館連絡協議会委員部会の報告について 

⑵ 第６１回東京都公民館研究大会の報告について 

第６回運営委員会は１月３０日柳沢公民館で開催され、参加は７市であっ

た。令和７年度の都公連定期大会が４月２３日で、令和９年度関東甲信越静

研究大会東京大会は狛江市が開催担当である。 

第７回運営委員会は３月１３日柳沢公民館で開催され、参加は９市であっ

た。都公連研究大会の総括報告では、当日は２００名のホールがほぼ埋まり、

盛況裏に開催された。小金井市からも多く参加したことは話題となった。 

⑶ 第６１回東京都公民館研究大会の報告について 

２月８日に第６１回東京都公民館研究大会が開催された。基調講演では、

三多摩テーゼの歴史的意義と今日的課題を、東京大学名誉教授の佐藤先生か

ら、戦後に公民館が生まれた背景や昭和４９年３月に東京都社会教育部が作

成された提言書「新しい公民館像を目指して」、いわゆる三多摩テーゼについ

ての内容であった。 

⑷ 公民館事業の報告について 

     貫井南分館からは、市民講座「ネット依存を考える家族を守るネットリテ

ラシー」、成人学校「ドローンを学び飛ばしてみよう」を提出。講座の内容に

ついて、報告に対する質疑なし。 

⑸ 令和７年度公民館に関する主な予算 

令和７年度に向け市議会で予算が可決しており、施設整備関係では、貫井

南センター及び緑分館視聴覚室の空調設備等の改修工事、緑分館の２年に一

度のテニスコートの整備、本館集会室の畳の整備を行う。 

３ 審議事項 

⑴ 公民館事業の計画について 

  貫井南分館からの計画はなし。 

４ 協議事項 
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⑴ 令和７年度 公民館重点施策（案）について 

   国の教育振興基本計画、また、市の上位計画である小金井市第５次基本構 

想・後期基本計画、小金井市生涯学習推進計画に変更がないことから、公民

館重点施策についても大きな変更は考えていない。昨年の文言等を若干修正

したい。 

⑵ 公民館有料化について 

     各委員からの有料、減免の判断の回答が分かれた項目について、どのよう 

な考え方により判断したのかを第１２回公運審意見として記載した。今回は、

前回からの引き続きの意見交換とその他の項目についても伺いたい。 

（各委員からの意見抜粋） 

 ・重点施策において、子育て支援、青少年の活動、子供の活動に関して、公民館

としてサポートしようという考えがあるのであれば、一定の配慮があってもよ

いとは思う。 

 ・私は全部有料で、逆に減額、免除する理由を聞くと、なるほどと思うし、先ほ

どの子育てだからというのはすごく貴重な意見であった。ただ、それがきちっ

とした団体なのかどうかは審査が必要である。 

 ・今まで無料あり、それは無料がいいに決まっているが、今後の公民館の在り

方を考えて、これまで我々で議論を進めてきたが、その先に受益者負担があり、

若者も使いやすくなることや、開催する事業により公民館がもっとよくなれば、

有料化のうまい着地ができると思う。 

・有料化により、将来、公民館がより使いやすく、若い人たちを取り込めるこ

とが大事で、現状は若干窮屈な状態であっても、少しずつ変わっていってもら

えればと思っている。 

５ その他 

   

次回の日程 令和７年４月３０日（水）午前１０時から第二庁舎８０１会議室 

 

２ 令和７年度貫井南センターまつりについて（進捗状況） 

  ・展示部門から 

   南中学校美術部の出展について顧問の先生から連絡があり、今回は見送ること

となった。ぬくい会に相談し、「生花部」が展示することとなった。 

  ・イベント部門から 

   各出演団体の時間、演目については別紙プログラムのとおり決定した。 

・その他 

 企画実行委員の担当については下記のとおり。 

１７日 AM 鈴木・持田 PM 斎藤・大木・山下 １８日 AM 根岸 PM 鈴木 
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３ 各講座の計画について 

【計 画】 

〇成人学校「シニア向け転倒予防 筋トレ教室」 

  市報６月１日号、月刊こうみんかん６月号広報予定 

   担当：大木さん、鈴木さん、持田さん 

 

４ その他 

・高齢者学級「けやき学級」の申込みについて、定員２４名のところ１６名応募（内

１名キャンセル）。追加募集で８名の応募があった。（男性４名、女性１９名） 

 ５月１４日の開講式からスタートする。 

・貫井南センターLED 照明工事については、当初７月を予定していたが、空調工事

に合わせる形で１０月～１１月の実施予定。 


